




サルタントという仕事をしておりました。かつて日本は、経済バブルという時代がご

ざいました。日経平均株価が４万円に到達するというすさまじい時代がありました。

皆さんも御記憶にあるかと思います。この頃から私は東京で銀行のコンサルタントを

始めました。様々な金融機関の経営コンサルタントという仕事をバブル絶頂期からや

っておりました。バブルの絶頂期の頃は、マネーサプライも物すごい量で、日本経済

の絶好調期だったわけですが、ほどなくしてバブル崩壊を迎えます。この日経平均株

価の推移をみれば、それが一目瞭然かと思います。絶好調だった経済が一気にシュリ

ンクして行くということを、銀行のコンサルタントをしながら経験しました（スライ

ド７、８）。

その過程で私が一つ直感したのは、日本の経済の栄光の時代は終わったということ

です。高度経済成長期から培ってきた経済構造とともに、最後、経済バブルを迎えた

かと思うのですが、その形がこれで終了して、世界のＧＤＰ第２位といった時代はも

うないだろうと思いました。右肩上がりから右肩下がりの時代になって行くのだろう

ということを直感的に感じました。

また、その過程で、今後、日本に課題として、どういうことが襲いかかってくるだ

ろうかということを1994、5年に考えました。まず、短期的課題としては、バブル崩

壊後の不良債権で、10年や15年は相当苦しむだろうと予測しました。残念ながら当た

りました。

更に 、中期的課題とすると、国内の産業と雇用の空洞化が明らかに進むだろうと考

えました。ちょうど日本が経済バブル崩壊で苦しみ始めたころ、中国の経済発展のエ

ンジンがかかりました。改革開放路線が始まりました。経済特区が始まりました。こ

れはすさまじい勢いになるだろうと予測しました。その結果として、日本の製造業は

どんどんフライングするだろうと思いました。かつて日本が、欧米諸国から製造業の

形を移転してきたのと同じ構造が起きる。順番なのだろうなということを私は感じま

した。それで製造業が空洞化する。プラスアルファ、雇用もそれにつれて空洞化する。

中期的課題としては、これが起きるだろうと予測しました。

長期的課題としては、自給率の低さがいつかは露呈する可能性が高いだろうという

ことを20年前に考えました。

１つ目と２つ目は当たったと思っています。３つ目についても、東日本大震災・原

発事故以降、原発が止まり、化石資源の輸入が負担となって、貿易赤字国に転落した

－ 50 －



わけですが、自給率の低さがそんなところでも露呈しているのではないかと思ってい

ます。

そんなことを、20年前、銀行のコンサルタントをしながら考えるようになりました。

銀行コンサルタントをしつつも、小さくても良いから、何か有効な社会の芽みたいな

ものをすることができないかと考えるようになりました。そんなときに私が思いつい

たのはスライド９の日本の農村資源でした。東京にいながら、日本の農村資源を、色

々な角度からリサーチしました。

そしたら色々ひっかかってきたデータですが、森林率は先進国中第２位。もののデ

ータによると３位と書いてありますが、２位とか３位。森林率が非常に高い。耕作放

棄面積は、最近になって40万ヘクタール。20年前、ここまではなくて、バブルの時代

から耕作放棄地がどんどん増えて行ったわけですが、これは社会課題である一方、資

源としては遊んでいるわけですから、たくさんあると思いました。

また、私は、21世紀は、悲しい東日本大震災、原発事故みたいなものがなくても、

再生可能エネルギーが注目されてくる時期だと思っていました。ですから、その資源

についてもいろいろ調べたところ、農業用水路の全延長距離は地球10周分だというこ

とも書いてあって、その中でも、基幹的農業用水路は地球１周分、４万キロメートル

あると書いてあったのです。これは、小水力発電をやるには非常に向いているのでは

ないかということを、20年前、そのころはあくまでも仮説ですが、考えました。

これだけに限らず、色々な農村資源を調べたところ、これは非常におもしろいと思

いまして、これを活用するすべはないだろうかと考えました。東京でコンサルタント

をしながら能書きを言っていても始まらないと思ったものですから、どこかに移住し

ようと思いました。そこで山梨に移住したわけです。

移住した根拠は、スライド10の山梨県・北杜市の農業資源にあるように山梨の耕作

放棄率は日本第２位と書いてありました。また、山梨の森林率は日本第５位。ミネラ

ルウオーターの全国シェアは30％。21世紀は、地球規模で水資源、特に淡水が重要だ

とよくいわれますが、すごいなと思いました。さらに、山梨県の北杜市の日照時間は

ナンバー１と書いてあったのです。

この資源にほれ込みまして、親戚も一軒もない、一度も行ったことがない北杜市に

移住しました。家を建てて、家族で移り住みました。移住した家の周りの農地をみま

した。確かに農地は荒れ放題でした。白州町はその当時、多分、半分近くは耕作放棄
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地だったと思います。この耕作放棄地を借りて、開墾をひとりで始めました。

私が18年ぐらい前に１人で開墾した田んぼは、借りる前にはススキが原でした。こ

こを１人で開墾して、農地によみがえらせました。そのときの証拠写真です。畑もよ

みがえらせたりして、１人で２ヘクタール開墾しました。夏至のころは、３時半には

明るくなりますから、３時半ごろ畑に出て、１人で開墾していました。その開墾した

農地で農業を始めました。

さらに、林業もスタートさせました。私はもともと長野県の出身と申し上げました

が、私の家は古い家で、お風呂は五右衛門風呂でした。御飯はかまどでおふくろが炊

いていました。こたつは当然炭ごたつ。私は10歳までそんな生活をしていました。

そのエネルギー資源がまき、炭です。その資源はどこにあるかというと、里山です。

その里山資源が、化石エネルギーのエネルギー革命が起きて以来、一切手つかずにな

って、日本国中の里山は放棄状態になっていると思います。山梨も同様でした。です

から、私はそういった放置されていた山林で林業を始めました。

我が家は薪ストーブで暮らしていますが、自分で切った木を、最初は我が家の薪ス

トーブに使いました（スライド11）。また、私が住んでいる北社市というエリアには八

ヶ岳という山がありまして、そのエリアは首都圏の方々の別荘がたくさんあるのです。

約１万軒位あると思います。１万軒位ある家の３分の１はこの薪ストーブが付いてい

るのです。ところが、その別荘地帯を歩いて見て気がついたのですが、どうも燃やし

た形跡のないお宅があるのです。どうして使わないのかと別荘の方に聞いたら、薪に

困っているというのです。これは商売になるなと思い、これを売りましたが、当たり

ました。20年前、年間300トン、１人で販売していました。

なぜこんなことをやったかというと、先ほどお話ししましたように、農村には資源

があり余っていますから、これに何か新しい価値をちょっと加えたら何かできるので

はないかという仮説を持っていたのですが、まず、自分で実践してみて、１回転回ら

ないと人にも勧められないのでやってみたのです。

ちなみに、私が移り住んだ白州の集落は人口が2.5倍になったそうです。私が20年

前に移住したときは、家の周りにはそれほど家はなかったのですが、うちの周りに1

00軒ぐらい家が建ちました。新規就農者やデザイナーなど、色々な人が移住してくる

ようになりました。いわゆる二地域居住という人たちが多いのです。別荘のライフス

タイルとは違って、都会と農村にダブルで家を持って、行ったり来たりしている人が
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多いです。都市と農村の半々みたいな生活です。変わったライフスタイルですが、今、

そういうことができる時代になったのではないかと思います。

そんな活動をしておりましたら、増富という限界集落を抱える須玉町という町の職

員から相談がありました。曽根原さんたちが白州でやっているような活動を増富でも

やってもらえないかという相談がありました。それまで私は、限界集落地域の増富と

いうところへ行ったことがありませんでしたが、役場の職員に案内をしていただいて、

今から13年前になりますか、初めて行きました。今でもその印象を覚えています。村

がこのようになってしまうのだなと、とても暗い雰囲気でした。耕作放棄地がここま

で進むと、こんなになってしまうんだなと、そのときの印象を強く覚えています（ス

ライド12）。

しばらくここで活動するか悩みましたが、ほどなくしてこのエリアを活動の拠点に

しようと決めました。たまたま、構造改革特区という制度がそのころ始まったもので

すから、第１号の認定を受けて、活動を開始しました。なぜその認定が必要だったか

というと、我々の団体は法人格のＮＰＯ法人のため、その当時は農地が借りられませ

んでした。それが、構造改革特区の枠組みの中で、企業やＮＰＯ法人にも農地を正式

に貸し付けることができる制度が始まったという情報をキャッチしたものですから、

第１号の申請をしてもらって、認定を受けて、活動がスタートとしたわけです。

最初、荒れてしまった耕作放棄地をどうしようかと思いました。そこで、まずは、

都会の若者たちに呼びかけて、開墾ボランティアという制度をつくって募集しました

（スライド13）。そしたら、大変有り難いことに、1,000人以上来ました。こんな荒れ

果てた農地が、若者たちによって、よみがえっていきました。

また、ボランティアベースで参加頂いた若者の一部が移住してきました。実は、私

は、最初からそれを狙っていました。開墾ボランティアという制度を作ったとき、２

つの狙いを定めました。１つは、農地を再生すること、もう１つは、限界集落でほと

んどいなくなってしまった担い手を外から引っ張ってくることを狙いとして定めまし

た。ですから、まずは、ボランティアをたくさん集めて、その中で意欲のありそうな

者、関心の高そうな者をピックアップして、こちらに移住させようということを最初

から設計していました。これがうまく行きまして、こんな若者たちが続々来てくれま

した。

2004年当時、どういう地域から来たかをデータ化しました（スライド14）。東京、神
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奈川、山梨、千葉、埼玉、圧倒的に首都圏でした。山梨から見て一番近い都会は首都

圏に当たるわけですが、都市部に、このようなニーズを持った若者たちが多いという

ことは、この数字から明らかにわかることになりました。平均年齢は26.5歳位でした。

人物像は大学を卒業して企業で働きます。３年位して、なぜか辞めてしまう。そんな

若者たちが割と多かったです。最初は、こんな形で若者たちに呼びかけて開墾に来て

もらい、次なる担い手を創り出す活動から増富での活動をスタートさせました。

３ 活動の紹介

３－１ 企業ファームの取組み

曽根原 今、様々な企業の皆さんに参加頂くようになりました。若者たちによみが

えらせて貰った農場をどうやって活用しようかと私は考えました。よみがえった農場

も、ずっと使い続けませんと元の木阿弥で、耕作放棄地に戻ってしまいます。ですか

ら、持続可能性をいかに担保するかがとても重要だと思います。そのためには、経済

として回すしかないと思います。経済として回すには、どういったところとの連携が

必要か、有効かと考えたときに、やはり企業だろうと。経済の担い手は企業というこ

とを考えて、企業ファームという形を考えました。企業と農村資源を結び付ける形で、

新しい形を作れないかということを11、12年前に考えました。有り難いことに、今、

14社の企業が一緒に活動していただけるようになりました。いくつかの企業の活動

を紹介します（スライド15）。

まず東京の不動産会社です。この企業と私どもの増富地区との交流プロジェク

トとして、20年以上放置されていた棚田の開墾を目的としたバスツアーを企画し、

多くの社員の方々に参加していただきました。その活動により、荒れ果てていた

棚田が、素晴らしい景観を持つ棚田に生まれ変わることができたのです。ただ、

耕作放棄地を再生することも大切ですが、その後もしっかりそれを使っていくこ

とが重要ですので、この棚田では、通常の米はもちろん、酒米も生産しており、

その酒米を使って純米酒を開発し、東京など首都圏を中心に非常に人気の高い商

品となりました。このほか、田植えツアーや稲刈りツアーなど、この酒米を作る

過程に携わる様々なツアーも実施しており、人気の高いツアーとなっています。
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また、この企業とは、間伐材などを活用するプロジェクトにも取り組んでおり、

山梨県産材の普及・啓発や利用の拡大を図るため、間伐材などを活用したツーバ

イフォー建材の開発や、ＦＳＣ認証を受けた合板の開発など様々な取組を進めて

います。

また、東京の食品及び、グループ企業のマーケティング会社は、社員の研修目

的で農業が取り入れられ、活動が行われています。前掲スライド13が、開墾風景

です。２年前、開墾された農場で、こんな地元在来の青大豆を育てて収穫しまし

た。大豆は油を搾ることができます。そこで親会社の協力のもと、収穫した大豆

で、試作として国産大豆オイルを作りました。収穫された大豆を圧搾して、油を

搾って、脱色したり、脱酸したりして、最終製品の油まで作りました。この活動

が社内で好評だったせいでしょうか、更に今年は開墾地を増やしています。今年

４月から、さらに荒れ果てた耕作放棄地を社員の皆さんが開墾して、先月、ヒマ

ワリの種を播きました。夏になるとひまわりが咲くこんな光景になっているでし

ょう。このヒマワリでヒマワリオイルを作るというプロジェクトも計画していま

す。

次に地元山梨の菓子製造企業のプロジェクトを紹介します。この企業において

は、社員が自ら我々NPOといっしょになって、地元在来の農産物を育て、収穫した

農産物を使った商品開発を行い、その活動自体を社会にアピールしようというこ

とを行っています。その活動によってヒット商品が生まれ、このヒット商品の影

響で、集客効果があがるなど、さまざまな効果が表れています。

こうした様々なプロジェクトを行うことによって、現在は、多くの企業が集ま

る地域となり、その結果として、耕作放棄地が活用されるようになってきました。

３－２ 農村起業家育成の取組み

このような活動を20年間ほどやってきたのですが、日本全国の農村は大変だという

ことで、相談が来るようになりました。

そこで、様々な地域の農村起業家といった人たちを育成することを今やっています。

農村起業家育成というコンセプトで、全国の地域で、田舎の宝を発掘する起業家を育

成するという講座をやっています。このプログラムの中で、全国200人の起業を私はサ

ポートしました（スライド16）。ここで、どんなプレーヤーが誕生したか、御紹介しま
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す。山梨県といったら桃やブドウが有名ですが、規格外の果樹がたくさんあるのです。

これは本当にもったいないと思うのです。山梨県は年間４万7,900トン出荷しています

が、多分、１万トン以上廃棄していると思います。これはもったいないだろうという

ことです。桃やブドウを作っている農家の若手をネットワーク化して、六次産業化を

する法人を立ち上げるサポートをして、今、さまざまな商品開発をして販売していま

す。この団体も今、現在数千万円ぐらいは販売していると思います。また、宮城県の

松島町というところで、地域と東京の港区の企業と連携して、農業生産法人を作るサ

ポートをしたりしながら、さまざまな農村起業家のサポートを行っています。

こんなことを20年間ずっとやってきたのですが、大変うれしいことに、一昨年から

去年と、受賞をたくさん頂きました。日本農業賞は「食の架け橋の部」という部門で

大賞、日本経済新聞社のソーシャルビジネスという、社会の課題を解決するビジネス

という部門でグランプリを頂戴しました。また、去年、内閣官房＆農水省で「農山漁

村の宝」という優良事例の選定事業がありましたが、そのうちの一つに選定頂きまし

た。また、アメリカのワシントンに本部を構えるアショカ財団という組織から、この

財団の認定するアショカ・フェローという存在に、日本で４人目として認定されまし

た。

４ 終わりに代えてー再度、取組みを始動した1995年に考えたこと

（スライド17）

私がこの活動を始めるとき、1995年に考えたことをここでもう一度、改めてお話し

させて頂ければと思います。私自身、今日、ここでお話をさせて頂くのは大変嬉しい

のです。というのは、2015年、私のやっている活動が社会に求められていることを私

は確信してやったつもりです。2015年になると、こういうことが起きるかなと私は思

っていたからです。

スライド18は良く出てくるデータですが、日本は世界の中で超高齢化社会のトップ

となりました。でも、その中で最も重要なのは、団塊の世代の方々を中心とした方々

が年金世代になるのが一つのターニングポイントになるだろうと思っていました。そ

れが2015年だろうと私は思っていました。そのときを起点に、国家のモデルは、この

ままでは無理だろうということを考えていました。
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さらに、皆さんも御存じかと思うのですが、基幹的農業従事者の年齢構成が、201

5年になると80歳代になる。最も直近のデータ（スライド19）が、ブルーの平成22年

のデータですが、平成22年のデータで、基幹的農業従事者のメーンプレーヤーは75歳

以上になっていますが、平成27年になると80歳ということになる。私のおふくろも昭

和１桁世代なのですが、長野の中で、残念ながら、私のおふくろ世代ぐらいがメーン

プレーヤーとして今でもやっています。2015年になると、それが相当きつくなるだろ

うと思っていました。

さらに、2017年ぐらいに、ＧＤＰベースで中国が日本を追い越すだろうということ

が1995年ごろにいわれていました。ちょっと早まったわけです。中国に追随して、ア

ジア諸国がどんどん経済発展する。お金持ちになる。一方で、都会から農村へ人口が

大流出する。こういうことがアジアで起きるだろう。それは2015年からインパクトが

強くなるだろうと考えていました。

ちなみに、私は去年、あるリサーチをしました。去年の段階で、アジア諸国の中で、

都会から農村への人口流出が最も激しい国はどこかと調べたら、インドネシアとマレ

ーシアでした。去年は、マレーシアとインドネシアが最も人口流出が激しいです。日

本が高度経済成長期にやっていることと同じことをやっているのです。

こういうことが起きるだろうということで、このターニングポイントが2015年では

ないかと思っていました。ですので、2015年になると、こういう様々なデータを見た

ときに、都市と農村の関係づくりや農村の農業者のプレーヤーづくりといったことを

含めて、とても有効ではないかと思って活動を始めた次第です。

スライド20は外国人訪問客数のランキングです。これもよくあるデータですが、2

012年のデータです。2012年はフランスが第１位、アメリカ、中国、スペイン、イタ

リア、トルコ、ドイツ、イギリスという順番です。このとき、日本は800万人そこそこ

だったのですが、この次の年から急に、皆さんも御存じだと思うのですが、エンジン

がかかりまして、2013年、1,000万人突破、2014年、1,300万人突破、今年は1,700万

人位行くかもしれません。今、物すごい勢いで外国人観光客が来るようになりました。

日本の伸び代はどのくらいまであるか。この勢いだと5,000万人位行くのではないか

と考えています。国内の産業においては、このインパクトはとても大きいだろうと私

は思っています。イタリア並みになるということです。ですから、これも農村振興と

切っても切り離せない重要なファクターだろうと思っています。イタリアでは、アグ
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リツーリズモということで、農村観光を15年ぐらい前からスタートさせたらしいので

すが、今では１兆円産業になったらしいです。日本もこれから、こういうことが成長

する時期なのだろうと思います。今の時点だと、アジアの皆さんは浅草や富士山や京

都ばかり行っていますが、かつて日本人が高度成長期のころ、ヨーロッパでいうとフ

ランスのパリのような場所ばかり行っていたのが、そのうちに農村地域の南フランス

やスペインの田舎などに行くようになったのと同じような感じで、農村に行くと思い

ます。このような色々なデータを見てみますと、農村資源が色々な角度から活用され

て行くのではないかと思っています。

どうも有り難うございました。御清聴有り難うございました。

質 疑 応 答

(1) 小澤健二氏の質問

小澤 世の中の動きに疎いため、実は、私が「えがおつなげて」を知ったのは、１

年ぐらい前の日経新聞の記事でした。そこでは、北杜市の増富で耕作放棄地を開墾し

て農地にして、ネットワークづくりを通して地域社会の活性化に貢献しているとのも

のでした。増富の土地柄を知っていましたから、あの地域でネットワーク作りによっ

て、耕作放棄地を開墾し、それを地域の活性化に繋げるというのは、どのような手法

で、どのような人がそのようなことをできるのか、と関心を持った次第です。

数日前に、曽根原さんが書かれた『日本の田舎は宝の山』の本を読みまして、その

アイディアの斬新さに強い印象を持ちましたが、今日のお話を聞きまして、「えがおつ

なげて」の活動がさらに発展していることをあらためて知りました。

農村起業家としての曽根原さんの仕事は、なかなか余人には真似のできないことだ

と思いますが、ＮＰＯ法人「えがおつなげて」の事業活動あるいは農業経営の実態を

教えていただきたい。それは、今日のお話でも「えがおつなげて」の業務の具体的内

容を充分には知ることができなかったからです。

「えがおつなげて」の最大の特徴は、開墾ボランティアを募って、そのボランティ

アの力によって耕作放棄地を再生して、それを農地として恒常的に活用するようにし、

さらに森林活用にもつなげるということでした。その過程で、日本の優良企業の企業
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活動とタイアップするあるいはその受け皿となって農村地域を活性化する事業を進め

ている。企業の立場に立つと、ＣＳＲ推進のプロジェクトとして「えがおつなげて」

と連携している。それはＣＳＲの推進という点で重要な企業活動に位置づけられる。

もうひとつは人事研修の受け皿として「えがおつなげて」を活用している。企業のＣ

ＲＳ、人事研修の活動と曽根原さんたちの動きが非常にうまくマッチングしている。

それが農村起業を支えるベースと考えられるが、その場合に、開墾ボランティアから

スタッフになっている方が12人いるとのことですが、そのスタッフの仕事、業務の分

担が、企業の活動とどのように連携しているか、その実態を教えて頂きたい。

例えばお菓子製造会社とは、契約栽培の形で「えがおつなげて」は農場経営をして

いるようです。このケースは非常にわかりやすい。それ以外の企業とのコラボレーシ

ョンの場合には、それぞれの企業活動をするための農場の管理や準備、その他の調整

的な業務などを協定の下で一定の料金を取ってやることが、「えがおつなげて」の事業

活動と理解して良いのか、この点が１つです。その企業との事業活動の連携、そのた

めのスタッフの配置の具体的な内容が知りたいことの第一です。

２つは、今後、「えがおつなげて」が事業を拡大させるにしたがって、さらに人を増

さなければならないと思いますが、現在のスタッフは、次の段階には農村起業家とし

てスピンオフして出て行くものか、あるいは、「えがおつなげて」に留まって、「えが

おつなげて」のファームを更に拡大していく際の重要なスタッフになって行くのか、

この問題です。開墾ボランティアで来た人たちは、都会で色々なストレスを持ってい

た人たちが夢を持って来たと思われますが、現実の農村での仕事、生活には都会とは

違った意味で様々な厳しい面があるはずです。定着する人達は少ないことも予想され

ます。この際に定着・定住をしていけるような給与体系などを一つのＮＰＯ法人とし

て保証する場合には、様々な問題があろうかと思います。この点は、具体的にはどう

だろうかというのが第二の問題です。

３つは、「えがおつなげて」のおかげで、民宿その他色々な形で、地域に経済効果を

もたらしていると思います。地域への貢献は、藤原さんの林業会社の場合には非常に

わかりやすい。それ以外に地域の若い人たちや地域住民の人たちの「えがおつなげ

て」との付合い方、あるいは協力関係はどうなっているか。地域資源を宝の山として

活用する場合、地域住民との協力関係はとくに重要と思われますので、これを３点目

として教えて下さい。
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曽根原 １つ目の質問からお答えします。まずは、組織構造をお話ししたら分かり

易いと思いますが、運営の方法として、山梨側のスタッフと東京のスタッフと分かれ

ています。東京のスタッフは何をやっているかというと、首都圏のクライアントが多

いものですから、それとのミーティングや調整役、コーディネートを東京でやってい

ます。山梨側は何をやっているかというと、企業ごとに事業内容が違いますから、企

業ごとのチームなどを作って、チームごとで担当している。こんな感じになっていま

す。農地の管理やツアーの受入れ、商品開発の共同事業など、チームごとでやってい

ます。そんな形を採っています。

スタッフの将来像というか、スタッフとして入ってきたときに、私がそれを確認し

ます。「えがおつなげて」に残ってやって行きたいか、ここである程度学んだら自分で

独立したいか、最初の段階で確認します。お互いに了解の上で、ずっとスタッフでや

りたい者にはそのようなキャリアを教えますし、独立したい者には、何年と決めて、

何年で独立するようにやって行きます。

増富の若者はほとんどいなかったのですが、今、うちから独立したので結構増えま

した。結婚して、子供も４人生まれました。うちのスタッフが独立して、増富で農業

を始めて、今、子供が４人で、今度、５人目がおなかに出来た。そのようになってい

ます。

地域との連携は、先ほどお話をしましたように、民宿や食堂、林業者といった専門

の方というか、こういう人たちとタイアップしてやっています。また、農業体験など

のプログラムを行うときには、指導者役として地元の方々に来て頂くということで、

これはもちろんボランティアではなくて、謝金をお支払いして、地元の方々に昔なが

らの技術で田植えなどの仕方を教えてもらうといったことでやっています。

地元との付合いとなると、我々も地元で活動していて、地元に住んでいる若者もい

ますから、郷役といって、水路の掃除などにうちもみんな出ますし、夏祭りになると、

東京へ出ていった者が戻ってきて集まったりするのですが、そのときも一緒に参加し

て、焼き鳥を焼いて食べたり、飲んだりして騒ぐだけですが、そういうものに出たり

しています。

３つ目は、ボランティアからどのようになっていくかということですが、農業を一

切やったことがない者ばかりがうちに来ますから、最初からスタッフにすることはで

きません。怖くてしようがないです。組織が倒産してしまいますから。ですから、最
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初はボランティアであっても、そのうちに、１回だけではなくて、良く通ってきたり

するわけです。そうしたときには謝金を払って上げます。交通費を出して上げたりし

ます。そのうちにもっと意欲的になってきたら研修生に格上げして、その後、スタッ

フといった形でやってきました。基本はそんな形です。今、中核メンバーがいますの

で、その中核メンバーの下に、ボランティアが来たり、研修生が来たりして、中核メ

ンバーがそれにまた教えるという形で今やっています。

(2) 佐伯尚美氏の質問

佐伯 日本農研の顧問の佐伯でございます。曽根原さんのお話し大変おもしろくお

伺いしたのですが、ただ、どうも肝心なところが良く分からない。肝心なところとい

うのは、一体受け皿である地域の組織なり経営はどうなっているのか。例えば、耕作

放棄地はあなたが買われたのですね。それが会社か個人かわかりませんが、かなり金

を出して買われた。それに対して、どういう収入があって、採算が採れているのかど

うかという問題。他方、ボランティアについて言いますと、それは本当にボランティ

アだけなのだろうかということ。例えば、これだけの人間が絶えず来る。１回や２回

はボランティアでするとしても、これだけの人をたえず出すということをとなると半

ば義務化せざるをえないのではないかと思うのです。喜んで来るということは１回や

２回はあるでしょう。しかし、義務になるとそう簡単には行かない。さらにペイは出

るのか。出ないのか。そこのところもよくわからない。恐らく、そこには企業におけ

るボランティア組織の限界みたいなものがあるのだろうと思うのです。お話しでは、

これに関して、それらをただで利用できるから、こっちは非常に便利だというように

きこえたのです。しかしそんなことはあり得るだろうか。そういう意味で、両者の機

能分担なり、組織の分業体制なり、それを支える全体的な社会、経済的システムみた

いなものについて、もうちょっと真実に迫るようなお話をして頂ければと思うのです。

あなたが組織者として、あちこちオルガナイズをやっただけでうまく行ったように受

け取れますが、そんなうまい話はありますかね。申し訳ないけれども、そこが一番聞

きたかったところなのです。

曽根原 おっしゃるとおりです。私は、話の前段で、十数年前は開墾ボランティア

という話をして、その後、企業の皆さんとの活動ということで、２段階で話をしたつ

もりだったのですが、その辺りをもっと明確に話すべきでした。開墾ボランティアと
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いう活動は完全なボランティアです。若者たちと我々の団体で、お金の交換は全くあ

りません。こちらも出していませんし、向こうも貰っていないという関係です。企業

とは全て、お金が介在しています。企業との活動は、ボランティアという活動はほと

んどないです。ほとんど経済活動です。

現在、我々が活動することによって、今動いている地域の経済規模は、約１億円で

す。そのうち、「えがおつなげて」に入るのが6千万円です。経済構造だとそんな形に

なっています。後半部分でお話をした企業との連携において、企業から貰っているお

金もありますし、企業と共同して、参加者からお金を貰っているものもありますし、

また、商品を販売しているお金もありますし、多方面からお金が入ってくる仕組みを

作りました。

佐伯 それから、曽根原さんのところの組織はどういう形態をとっているのですか。

株式会社ですか。

曽根原 いや、ＮＰＯ法人です。

(3) 矢口芳生氏の質問

矢口 10年ぐらい前だったと思うのですが、とある大学の先生と一緒に一度見せて

頂いたことがございます。

曽根原 開墾ボランティアのころだったでしょうか。

矢口 そうだったと思います。１泊で行ったのですが、先ほど出てきたボロ家に１

泊したような記憶があります。冬だったのですが、寝袋で１泊過ごしました。

曽根原 そこはボロ家ではないですね。

矢口 違いますか。

曽根原 多分違うと思います。

矢口 ボロ家で非常に寒い思いをしました。覚えていないと思いますが、色々お話

を……。それで、今日のお話を聞きましたら大発展しているので、「へえー」という感

じで、大変興味深く伺いました。１点だけ。先ほどの佐伯先生の御質問にもちょっと

関連するのですが、今みたいな取組みは、例えば韓国だと、１集落１企業の連携みた

いな形でやっていますし、日本でも、それを真似て、どこかのところでもやっていま

す。色々な企業との連携でのうまい具合の地域の取組みはやっているのですが、定着

性と言いますか、持続性と言いますか、それの普及性ということを考えますと、なか
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なか全国各地に広がりを見ない。時には優良事例でも潰れてしまう。確かにすばらし

い取組みなのですが、普及性、定着性をもたせるにはどのような要素が必要なのかを

お聞きしたい。何が問題なのか、むしろその点をお聞きしたいのですが、特に普及で

すね。

曽根原さんは今、色々な形で研修をやって、担い手を育てて、あちこちで取り組ん

でいるということなのですが、企業一般と違って、農業の場合には、地域地域によっ

て自然性・社会性があって、地域の特性があるので、非常に粘り強く、その自然や社

会と対話するような人でないと、そこでの担い手としてはなかなか難しい。しかも結

構こだわりを持った人でないと、厳しい自然や人々と対話するときに、なかなか一貫

性を持ってやれない。だから、コーディネーターであり、リーダーであり、あるいは

マネジャーといった能力でもないとなかなかできない。それこそ曽根原さんのように、

経営コンサルタントのような知識を持ち、地域の特性も踏まえるような方でないと、

そこで定着した活動ができない。私があちこち見ている限りでは、そういうところが

結構あるように思うのですね。どこにでも曽根原さんのような方がいるわけではない

と思うのですね。

今後の定着性なり普及性といったときに、企業との連携がうまく行くのであれば、

それはそれで本当に結構なことだし、色々なパターンがあると思うのですが、普及性

なり定着性の肝は、どこにあるのでしょうか。曽根原さんと同じとは言わないまでも、

こういう企業との連携、あるいはほかの形での連携も含めてですが、最終的には、そ

の地域に根をおろして、地域の資源をしっかりと保全・管理できるような、いわゆる

社会的企業というか、社会的ビジネスというか、そういうものが、どのようにやった

ら定着あるいは普及していくのか。普及して行くのだったら、本当にこんな良いこと

はない。今、日本は耕作放棄地が40万ヘクタールもあるわけですから、どのような要

素があれば、定着と普及がうまく行くのかという辺りを教えて頂ければ有り難いと思

います。

曽根原 私も、そこがとても大切なところだろうと思っています。私は、一言で申

し上げますと、マネジメントだと思っています。マネジメントというと、ちょっとざ

っくりした言葉なので、捉えにくいのですが、例えば、マネジメントの一つの要素と

して、サプライチェーンのマネジメントはとても重要だと思っています。リソースと

して、たとえば、耕作放棄地があります。森林資源もあります。それ加工しただけで
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はだめです。加工から、流通、ロジスティックス、問屋、販売促進といったサプライ

チェーンを繋げられるかが肝だと私は思っています。実際、純米酒を開発したときも、

ただ酒蔵でお酒を仕込んで貰っただけでは売れませんから、酒屋問屋とも連携をしま

して、そこで取り扱って貰って、そこから飲食店に供給するサプライチェーンを作り

ました。そこまでやらないと、物の流れはできてこないと思います。

先ほど御紹介した２×４住宅の間伐材も、最初に紹介した構造材は、山梨県の間伐

材で、加工工場でそれをやって貰う仕組みを、その工場にも行きまして、工場長とも

会いまして、作りました。社長とも会って、全部サプライチェーンを繋いで、その形

を作りました。それがとても重要ではないかと思います。サプライチェーンを繋ぐと

いう視点でマネジメントを管理するという視点が重要だろうと思います。農村資源が

使われない理由は、やはりそこが大きいのかなと私は思っています。

ですから、各地で、まず、その考え方を皆さんにお話ししますし、そのやり方につ

いても、地元の資源を一つの素材として、この素材だったらどういう商品設計ができ

て、どういうサプライチェーンが具体的に可能かということをやりながら、実地で、

実際にそのサプライチェーンを組む練習などもやります。

一つ、マネジメントの例としてお話ししましたが、こういう資源を、実際にビジネ

スというか、事業にしていくやり方がとても大切なのではないかと私は思っています。

(4) 大賀圭治氏の質問

大賀 日本農研の大賀と言います。１点だけ。今日のお話で、北杜市は、日本では

農村と言っても、今日も色々ありましたが、東京に近いということで、曽根原さん自

身も、それが大事だったと。ところが、長崎はちょっと遠かったというお話がありま

したが、大都市から１泊２日で行って、それなりの何かができるようなところの話は

可能性が大変あるのかなと。日本の農村のうちの半分ぐらいは、都市近郊の農村みた

いなイメージがありますから。ただ、あとの半分ぐらいは、北海道や青森など、飛行

機で行かなければいけないような場所で、そういう地域で、今日のお話を生かして行

くような話ができるとすれば、何がポイントになるとお考えなのか、お聞かせ頂けれ

ば幸いです。

曽根原 その御指摘は、良く頂く御指摘なのですが、全国各地、かなり条件不利な

ところでも動いている例はあると思います。有名なところですと、海士町は、町長自
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身が頑張られたという例で良く出てきますが、宮崎県の綾町など、全国各地に、条件

不利地で動いているところはあると思います。そういうところを見てみますと、中核

になっている、私の言葉で言うと、マネジメントをしている人がいると思います。そ

れがポイントだろうと私は思います。その地域の資源をよみがえらせようという熱意

を持って、かつ、事業環境もきちんと分析しつつ、どういう事業設計が有効かという

ことも鑑みた上で、事業設計をして、成り立たせるマネジメントのできる人を育てる

ことが重要だろうと私は思います。ですから、確かに距離も、事業設計をする上での

大切なファクターだと思うのですが、絶対的要件ではなくて、相対的要件として、き

ちんと考慮に入れた上で設計できるかがポイントだろうと私は思っています。

(5) 岸 康彦氏の質問

岸 当研究所の元研究員の岸です。「えがおつなげて」をＮＰＯ法人にされた理由を

お伺いしたいと思います。御著書の中で、一般的にＮＰＯは思いの原則で動く、一方、

企業は利益原則で動く、と言うことを書いていらっしゃいますが、ＮＰＯでおやりに

なっているということは、この事業のどこかに思いというものがあって、それは失い

たくないという気持ちでＮＰＯにされているのか、それとも株式会社にしてしまうと

まずいということでされないのか。簡単に言うと、株式会社にしないで、ＮＰＯでや

っておられる理由です。

曽根原 設立したのは2001年です。2001年の段階で私の事業を立ち上げるとき、周

りの状況を見ましたところ、耕作放棄地だらけで、すぐ農業ができない状態のところ

ばかりで、そういうところも活用しようと思っていましたので、そこの場所でいきな

り営利というのはなかなか難しいだろうと思いました。様々な人の協力、連携、ネッ

トワークを組まないと、マイナス要因の資源を立ち上げることは、最初の段階では難

しいだろうと考えました。そこで、ＮＰＯ法人という、ネットワークが組み易い、様

々な人に参加して貰い易い組織を選択しました。ただ、今現在は、「えがおつなげて」

とは別に、株式会社も作っております。時代も変わりましたし、再生された農地もあ

りますし、その場所で営利活動をすることも一方で行っております。

岸 企業化されておられるところとＮＰＯとの仕事の分担はどのようにされておら

れるのですか。

曽根原 ＮＰＯ法人は、先ほど御指摘がありましたが、ミッションで動く。農村資
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源の耕作放棄地や活用されていない間伐材などを流通させるというマイナス側面のも

のをニュートラル、プラスにして行こうということがＮＰＯ法人のミッションで、そ

のためには、地域には、担い手も含め、過疎・高齢化で人がいないので、都市との交

流を行いながら、それを再生して行くということをやっています。もう一方の営利分

野は、その過程の中で、一つ一つのプロジェクトとして成立する可能性の高いものを

切り分けて、プロジェクトとして事業化するという位置付けをしております。

(6) 佐伯尚美氏の再質問

佐伯 今の岸さんの質問に追加してお伺いしたいのですが、ＮＰＯ法人と言います

が、これだけの大がかりな事業をやるには、ある程度コンスタントな常勤のスタッフ

がいないとだめだろうと思うのです。曽根原さんは大変有能な方でいらっしゃいます

が、しかしそれでも、１人では出来ないと思うのですね。そういう組織は一体どうな

っているのかというのが１点です。もう一つ、こういう都市と農村が両方からアプロ

ーチして一緒にやるという場合、曽根原さんのホームグラウンドである農村について

は、どこまでを農村がやるという形でやって、実際にどうなっているのかです。都市

は都市で、それなりに企業内での組織ができますが、お宅の農村の中では、それはど

こまでやっているのか、さらには、それは公共事業体の援助なしにやれるのかどうか、

やるほうが賢明なのかどうかということですね。民間ベースだけでうまく行くのか、

それとも、ある程度、公的な資金の支援みたいなものがあるのかどうか、その辺はど

うなっていますか。

曽根原 では、組織の質問が出ましたので、お答えしますと、常時、私の下で働い

ているスタッフは12名おります。スタッフが山梨と東京におりまして、ボランティア

ではありません。その中心メンバーで事業を行って回しています。やりたいというボ

ランティアの受入れもしているのですが、ボランティアの管理は、そのスタッフが全

部やっています。

また、昨年度の決算で言いますと、大体6千万円というお話をしましたが、そのうち

5千万円ぐらいが我々の事業収入です。行政の補助金も一部ありますが、6千万円ぐら

いのうち、5千万円ぐらいが事業収入、1千万円ぐらいが、補助金と寄附金、そして、

賞金といった類いのお金です。
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(7) 武本俊彦氏の質問

武本 農林省のＯＢの武本と申します。２つあります。不動産企業と関係を持った

のは、その後の事業展開にとって非常にプラスになっていったのではないかと思うの

ですが、それは曽根原さん自身がかなり意図的にというのでしょうか、戦略的に、Ｃ

ＳＲを重視している不動産企業と関係を持とうとされたのかという点を教えて頂けれ

ばと思います。もう一つは、北杜市の自然条件で、晴れの日が多いという話もありま

した。再生可能エネルギーとの関係で言えば、確か、エネ庁の太陽光パネルの実験施

設があったかと思うのです。また、農業用水路の話もされておられたので、小水力発

電もあると思うのですが、そういった地域資源としての再生可能エネルギーについて、

どのようにお考えになっているか。取り組まれていらっしゃるのか、あるいは将来的

に考えているのか、それとも芽がないからやらないというのか、そこら辺、教えて頂

きたいと思います。

曽根原 不動産会社と接点があったのは偶然です。偶然というと語弊があるかもし

れませんが、2008年に知り合いました。2008年に、「えがおつなげて」、我々の団体が

ある仕掛けとしてのツアーを行いました。そのツアーにたまたま偶然、この企業の方

が参加して来られたのが切掛けです。そのツアーの名前は、「限界集落ツアー」という

名前です。2008年は、国会や新聞報道で、「限界集落」という言葉がとても有名になっ

た年です。ですから、それも一つの地域資源と言ってはあれですが、捉えて、旬のト

レンドですから、限界集落に対して社会の関心がある時期に、限界集落を実際に見て

貰うスタディーツアーを企画したのですね。その中に偶然、この企業のみなさんがい

たのですね。それから協議を重ねて、連携協定を結んで、活動が始まったということ

です。連携協定を結ぶときに、お互いに話をして、３ヵ年計画を作りました。この資

源を使って、３ヵ年、どういうプロジェクトを作って行くかということを協議して、

協定を結んでスタートしたものです。

もう一点は、再生可能エネルギーはとても有効な資源ですので、我々も実際に取り

組んできました。ただ、こういうと言訳けになりますが、今やっている事業がとても

忙しくなってしまって、スタッフの手が回らなくなってしまって、そこまで出来てい

ない状況なのですね。実は私もとても残念なのです。

私は、７、８年ぐらい、山梨大学の客員准教授をやっておりまして、その中で、山

梨県のバイオマスなどのエネルギー資源のリサーチを全部やって、その結果を基に、
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様々なプロジェクトもかつてやっていたのですが、企業との連携のプロジェクトが急

激に忙しくなってしまって、うちのスタッフが実務をやらなくてはいけないのですが、

そこに手が回らなくなってしまって、実は私としては、何とかしたいと思っていると

ころです。

──了──

－ 68 －



1

日本の田舎は宝の山

曽根原久司 1

曽根原久司

・NPO法人えがおつなげて代表

・日本の田舎は宝の山（株）

代表取締役

・内閣府地域活性化伝道師

・総務省地域力創造ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

・アショカフェロー

・山梨県立農業大学校講師

・山梨学院大学講師
2
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2

農村資源を都市のニーズと結べば、
１０兆円産業・100万人雇用の可能性！

内訳

6次産業化含む農林漁業 ３兆円
農村での観光・交流 ２兆円

森林資源の建築・不動産活用 ２兆円
自然エネルギーの活用 ２兆円

教育・IT・ﾒﾃﾞｲｱ・福祉等ｻｰﾋﾞｽ分野１兆円3

活動エリア
⼭梨県のなかでも北の
端に位置する“北杜市”
を拠点に活動
活動の中⼼は、北杜市
のなかでも北東の端、三
次との県境の増富地区
50年前には2,500⼈い
た⼈⼝も、今では500
⼈まで減少。そのうちの
2/3が65歳以上の⾼
齢者という限界集落地
域

増富地区
2時間強

⾸都圏から⾞で２時間
強で来られる⽴地を活か
し、都市農村交流活動
のフィールドとして活⽤

4
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3

NPO法⼈えがおつなげて とは
農村の社会課題

過疎・⾼齢化による耕作
放棄地や荒廃森林の増
⼤、地域コミュニティの弱
体化等

都市の社会課題
⾷料⾃給率の低下、⾷や
環境への不安、ストレス社
会、都会の孤独・・・

農村×都市＝新しい価値
－１０×ー１０=＋１００！

×

5

えがおつなげての古民家事務所
築２００年以上の江戸時代の元庄屋6
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4

１９９５年／山梨県北杜市白州町へ移住

個人として、農村事業（農林業等）を開始する。

２００１年／NPO法人えがおつなげて設立

個人事業をNPO事業に移転していく。

自己紹介

我が家の窓から臨む南アルプス甲斐駒ヶ岳 7

以前：東京で金融機関等の経営コンサルタント

活動のきっかけ：経済バブルの崩壊

来たるべく日本の三重苦

１，バブル崩壊の不良債権・・・短期課題

２，産業・雇用の空洞化・・・中期課題

３，総合的自給率の低さ・・・長期課題

8
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5

日本の農村資源

•日本の森林率は、先進国中第２位

•日本の耕作放棄面積は、４０万ha
•日本の農業用水路の全延長距離
は、地球１０周分

9

山梨県・北杜市の農村資源

•山梨の耕作放棄率は、日本第２位

•山梨の森林率は、日本第５位

•山梨県のミネラルウオーターの

全国シェアは、約３０％

•北杜市の日照時間は、日本第１位
10
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6

我が家の薪ストーブ

11

増富の耕作放棄地

2003年 山梨県の限界集落旧増富村で

構造改革特区第1号認定を受けて、

えがおつなげて活動開始！

12
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7

約1000人のﾎﾞﾗﾝﾃｲｱによる耕作放棄地の開墾
開墾前

開墾中

開墾後

13

農村ボランティア
都道府県別人数(2004年5月～９月）

14
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8

限界集落の蘇った農地などで

多くの企業ファームが展開中！

15

農村起業家育成 全国の起業家の支援！

16
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9

１９９５年／山梨県北杜市白州町へ移住

個人として、農村事業（農林業等）を開始する。

２００１年／NPO法人えがおつなげて設立

個人事業をNPO事業に移転していく。

１９９５年に考えたこと！

我が家の窓から臨む南アルプス甲斐駒ヶ岳17

８人に１人が７５歳以上
４人に１人が６５歳以上

18
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10

19

外国人観光は超成長分野！

20
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